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資料別・草木名初見リスト （磯野直秀）

資料別・草木名初見リスト

磯　野　直　秀

A Chronological List on the First Appearance of Japanese Plant Names

Naohide ISONO

　個々の動植物名がいつ頃から文献に登場するかを知れば，その種類が日本人の生活に関わり
はじめた時期や，我が国に渡来した時代が明らかになる。とともに，動植物界の認識が進んで
いく過程もわかる。
　このような観点に立って，かなり以前からメモを取りはじめ，そのメモが2000件を超えたの
で，現和名や過去の通用名が，いつ頃，どの資料に初めて現われるかをまとめてみた。ただし，
計画的に大規模な調査を行なったわけではなく，私がいままで調べたかぎりでの話であり，代
表的資料のうちの馴染み深い植物名にほぼ限った。
　したがって，いわば覚え書にすぎず，そのようなものを公表するのは気が引けるが，この種
の試みは少ない。そこで，多少の参考にはなるかと思い，索引付で本号に収録した。

凡例

l  リストには古代～19世紀前半の資料150点ほど，約1200の植物名を収録した。
2　資料の配列はほぼ成立年・刊年順とした。成立年不明の場合は著者の没年（「前」を付し
た），または推定期間の最後の年を挙げた場合が多い。日記やスケッチ集などは妥当と思
われる個所に置き，個々の草木には記載年を付した。

3　片仮名は現和名，（　）内は原記載名（平仮名・漢字名）や，現一般名・別名，類名。下
線は原振仮名や採用部分。原記載名が現和名と同一か近いときは，原記載名を挙げない。

4　「いちひこ」→「いちご」のように，発音や名称が大きく変わった場合や，古名と現在名
がまったく異なる場合は，それぞれの個所に➡で参照文献の番号を示した。

5　菊や桜の花銘は室町時代資料に限って採録し，各項末尾に漢字名で記した。

Hiyoshi Review of Natural Science
Keio University No. 45, 69-94（2009）

〒 232‒0066　横浜市南区六ツ川 3‒76‒3‒D210，慶應義塾大学名誉教授。（76‒3‒D210, 3‒chome, 
Mutsukawa, Minami-ku, Yokohama 232‒0066, Japan; Professor Emeritus, Keio Univ.）[Received 
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№ 資料名 成立年 初見と思われる品名（五十音傾） 
 
1  古事記 712 アシ，アズキ，アズサ，アワ，イネ，エビヅル（えびかづら），

カシ，カツラ，ガマ，クヌギ，クリ，ケヤキ（つき　➡27），
コケ，サカキ，ササ，サネカズラ（さなかづら），サンショウ
（はじかみ），シイ，スギ，スゲ，ススキ，ダイコン（おほね
＝大根　➡20A），タケ（竹），タチバナ，ツバキ，ニラ（か
みら），ノビル，ハス（はちす），ヒイラギ（ひひらぎ），ヒカ
ゲノカズラ（日影），ヒシ，ヒノキ（ひ＝檜），ヒョウタン
（ひさご　➡21），フジ，マサキノカツラ（テイカカズラ古名），
マツ，マユミ，ムギ，ムクノキ，モモ，ヤマユリ，ユリ

2  日本書紀 720 ウリ，ウルシ，エノキ，オケラ，カラムシ，クズ，クスノキ，
クチナシ，クワ，サクラ，ササゲ，スモモ，セリ，タケ（菌
＝キノコ），ナギ，ナシ，ヌルデ（ぬりで），ネギ（岐＝き　
➡37），ハゼ（はじ，現ヤマハゼ），ヒエ

2 A 続日本紀 722条 ソバ：凶作に備えて，晩稲・蕎麦・麦を植えることを奨励。
3  出雲国風土記 733 シダ（師太），ツワブキ（都波），ノリ（乃理，常陸風土記）
 （注 1）
3 A 大安寺資財帳 747 ザクロ
4  懐風藻 751 ウメ705（作者葛野王の没年）以前，キク，ヤナギ
5  正倉院文書 天平期 アオノリ762，アラメ758，オオムギ738，オゴノリ（おご）
 （➡文献欄）  754，カキ757，クルミ762，ココロブト（心太，現テングサ　

➡62，69）734，コショウ756，ゴマ734，コムギ738，ダイズ
734，ナス734，ビワ760，モズク734

6  万葉集 785前 アオイ（現フユアオイ），アカネ，アサ，アサザ，アジサイ，
イチイ，イバラ（うばら），オギ，オミナエシ，カエデ（かへ
るで　➡ 7），カキツバタ，カタクリ（かたかこ　➡69），カ
ヤ（ススキ別名），カラタチ，キビ（きみ），コナラ，サユリ
（ユリ総名か），シキミ，シダレヤナギ，スミレ，タデ，ツゲ，
ツタ，ツツジ，ツボスミレ（現タチツボスミレ），ツユクサ
（つきくさ），ナツメ，ナデシコ，ナラ，ネム（ねぶ），ハギ，
ハマユウ，ヒメユリ，フジバカマ，ヘクソカズラ（くそかづ
ら　➡13），ホオノキ（ほほかしは），ホヤ（ほよ，ヤドリギ
古名　➡10），ミル，ムラサキ，ヤマタチバナ（ヤブコウジ古
名　➡19），ヤマブキ，ユズリハ（ゆづるは），ヨモギ，ワカ
メ，ワラビ

6 A 日本後紀 799条 ワタ：漂着した崑崙人が種子を伝えたが，定着しなかった。
　➡16

6 B 古語拾遺 807 ジュズダマ（薏子つすだま）
6 C 文華秀麗集 818 シャクヤク（芍薬），バショウ（芭蕉）
6 D 令義解 833 トクサ
6 E 文徳実録 850条 ハハコグサ
7  新撰字鏡 900頃 アイ，アカザ，アケビ，アザミ，イ（むしろゐ，イグサ　➡

62），イタドリ，イチゴ（いちひこ　➡ 9），イヌワラビ，イ
ノコヅチ（ゐのくづち），イラクサ（いら），ウキクサ，ウツ
ギ，ウド，オオバコ，オニノヤガラ，カエデ（かへで　➡ 6），
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カラスウリ，カラタチバナ，キハダ，クコ，クマツヅラ，グ
ミ，クララ，ショウガ（くれのはじかみ），スイカヅラ，チシ
ャ（ちさ），チョウセンニンジン（人参，かのにげくさ　➡
61），トチノキ，トネリコ，ナズナ，ニレ，ネナシカズラ（ね
なし　➡13），ハコベ（はくべら），ヒユ，ヒロメ（コンブ古
名　➡13），フキ（ふふき），ホオズキ，ミズナ，ムラサキノ
リ（現アサクサノリ　➡40），メドハギ（めど），メハジキ，
モチノキ，モミノキ（もむのき　➡10），ヤマノイモ（やまい
も），ヤマモモ

8  古今和歌集 914頃 アサガオ（けにごし＝牽牛花　➡11），キキョウ（きちかう＝
桔梗），シオン（しをに），バラ（さうび＝薔薇　➡55），ヤマ
トナデシコ，リンドウ（りうたん＝竜胆　➡11）

9  本草和名 918頃 イチゴ（以和古　➡ 7），イヌタデ，ウコギ，オキナグサ，オ
ニドコロ，オニフスベ，オモダカ，カタバミ，カラシナ（か
らし），カラスムギ，カワラヨモギ，クサギ，クワイ（くろく
わゐ），コウホネ，サルトリイバラ（さるとり），サンショウ
（蜀椒ふさはじかみ　➡20A），シノブ（しのぶぐさ），シュロ
（すろのき），セッコク（すくなひこのくすね　➡24），タチア
オイ（蜀葵からあふひ　➡40），タラノキ（たら），タンポポ
（たな　➡28），ニガウリ，ニガナ，ノウゼンカズラ（のうせ
う　➡28），ヘビイチゴ（へみいちご），ボケ（もけ），マタタ
ビ（わたたび），ミソハギ，ミョウガ（めか），ムカゴ（ぬか
ご　➡27），ムクロジ（むくれじ），ムベ，モクレン（現シモ
クレン　➡25），ヤシ，ヨロイグサ，リンゴ，ワサビ

9 A 躬恒集 925頃 チチコグサ
10 倭名類聚抄 935頃 アオギリ，アサツキ，アマノリ，カシワ，カブ（かぶら），キ
 （和名抄）  ュウリ（きうり），キンセンカ（こむせんか），コシアブラ，

コマツナギ，コンニャク，サルオガセ（地衣類），シロウリ，
ネズミモチ，ヒサカキ，ヒジキ（鹿尾菜ひすきも），ヤドリギ
（➡ 6）

10A 蜻蛉日記 971条 ショウブ，ボタン（ぼうたん）
10B 小右記 999条 ベニバナ
11 枕草子 1001頃 アサガオ（➡ 8），カラナデシコ，カルカヤ，カンゾウ（萱

草），キリ，シモツケソウ，ハゲイトウ（かまつか　➡64），
ビロウ（檳榔），ミミナグサ，ユウガオ，ユズ（ゆ＝柚），リ
ンドウ（りんだう　➡ 8）

11A 拾遺和歌集 1006頃 マツタケ
12 源氏物語 1007頃 ケシ，ツクシ（つくづくし），トコナツ，ノキシノブ，ワレモ

コウ
12A 今昔物語集28 1040頃 マイタケ
12B 散木奇歌集 1128頃 シダレザクラ，ニワザクラ
12C 本朝無題詩 1163頃 セキチク（石竹）
12D 続詞花和歌集 1165頃 コブシ
13 色葉字類抄 1181頃 エノコログサ（ゑのこくさ），エンドウ（園豆），カバ，カリ

ヤス，コウゾ，ゴボウ，コンブ（昆布こんふ　➡ 7），シャク
ナゲ（さくなむさう），チャ，ナタネ，ニラ，ネナシカズラ
（ねなしかつら　➡ 7），ヒラタケ，ヘクソカズラ（へくそか
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つら　➡ 6）
14 伊呂波字類抄 鎌倉初 ハコヤナギ
15 明月記 1181 チョウシュン（長春，コウシンバラ　➡68A）1213，ナンテ

ン（南～1235天竺）1230
15A 東寺百合文書 1266 ヤマゴボウ
 「に」
16 名語記 1275 イグチ，ギシギシ，シメジ，ニシキギ，ヒヨドリジョウゴ

（ひえとり上戸），ブナ，メギ，ワタ（この頃に再渡来　➡
6 A）

17 塵袋 1281 ギボウシ，フヨウ（芙蓉）
17A 拾玉集 1346 ハナショウブ
17B 徒然草 1352前 メナモミ
17C 詞林采葉抄 1366 ニワウメ（古名，はねず）
17D 新札往来 1367 ブドウ
17E 空華集 1368頃 スイカ
17F 愚管記 1378条 センノウ（せにをうくゑ，仙翁）
18 康頼本草 1380頃 オモト，カナムグラ，サイカチ，ドングリ
18A 庭訓往来 南北朝 カリン（花梨子はななし）：別資料で花梨にクワリンの仮名を

振る
19 言塵集 1406 ヤブコウジ（➡ 6）
20 看聞御記 1416 ゴンズイ1421，ミカン1419，ラカンマキ（羅漢樹）1424：［梅
  ～48 花銘］鶯宿梅1437
20A 東寺百合文書 1419 サンショウ（さんせう　➡ 9），シイタケ，ダイコン（大こん
 「を」  　➡ 1）
21 下学集 1444 アセビ（あせぼ），イチョウ，カイドウ，キンカン，スイセン，

ヒョウタン（へうたん　➡ 1），ムクゲ，モクセイ，レイシ
（茘支）

22 撮壌集 1454 イワタケ（地衣類），ケイトウ，スイレン，ニワトコ，ハッカ
（はか），ホウキギ（箒草はふきくさ），ホウセンカ（鳳仙花）

23 山科家礼記 1457 ウツボグサ1491，ウラジロ1480，エビネ1491，オウバイ（黄
  ～92 梅）1488，オグルマ1491，カラマツ1488，キクラゲ1477，キ

ンポウゲ1486，コカキツバタ1491，サクラソウ1491，サワラ
1457，シャガ1491，ニンニク1472，ハクチョウゲ1491，ハツ
タケ1480，フキノトウ1472，フジマメ1463，ミヤマシキミ
1480

24 蔭凉軒日録 1435 イワヒバ（岩檜，羊歯）1463，オニユリ1492，ガンピ（花）
  ～93 1490，コウライギク1488，ショウロ（松露）1466，セッコク

（石穀＝石斛　➡ 9）1463，ソテツ1488，ヒガンザクラ1493，
ビャクシン1462，レンゲツツジ1488：［菊花銘］等持寺1466　
［梅花銘］大白1466，和泉式部1466　［桜花銘］桐谷1464，一
葉桜1487，普賢堂（普賢象？）1491

25 お湯殿の上の 1477 アヤメ（現在の）1528，アンズ1477，ウメモドキ1572，キイ
 日記 ～1687 チゴ1500，キヌカツギ1477，ジネンジョ 1601，スズタケ（篠

竹：篠＝すず）1480，ダイダイ1564，ツクネイモ1625，トウ
キビ1561，ニンジン（野菜）1608，ハクモクレン（➡ 9）
1677，ヒメカンゾウ（姫萱草）1567，マクワウリ1575，モロ
コシ（タカキビ）1561：［菊花銘］太白1496，黄太白1562，梅
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菊1571，猩々 1571，天竜寺1571，南禅寺1571，濡鷺1571，都
忘1571 :［桜花銘］普賢象1480

26 尺素往来 1481前 ケマンソウ，シソ，ジンチョウゲ，チャンチン（椿），ノギク
27 温故知新書 1484 ケヤキ（古名はツキ　➡ 1），ゼンマイ，センリョウ，マンジ

ュシャゲ（曼珠沙華，ヒガンバナ　➡61），マンダラゲ（曼陀
羅華，チョウセンアサガオ　➡43），ムカゴ（➡ 9），ロウバ
イ：［菊花銘］酔楊妃

28 文明本節用集 1500頃 イチハツ（一八），カキドオシ，カブス，ガンピ（木），キラ
ンソウ，クネンボ，シュウメイギク（秋明菊），スギナ，タン
ポポ（➡ 9），テイカカズラ，テッセン，ノウゼンカズラ（➡
9），ホンダワラ（ほだわら）

29 新撰類聚往来 1500頃 キリンソウ，ハリタケ（鍼茸），ブッソウゲ（仏勝花＝仏桑
花），マツリカ（末利花）

30 仙伝抄 1536写 カワラナデシコ，サルトリイバラ（➡ 9）
31 池坊専応口伝 1542 オニアザミ，カンギク（寒菊），サワギキョウ，フジナデシコ
32 池坊専栄花伝書 1567 ヒトツバ：資料31の該当個所には「石韋」（ヒトツバの漢名）

と記されているので，羊歯のヒトツバに間違いない
33 言継卿記 1544 ［菊花銘］朝日1559，大紫1566，金鈴1566，河原院1571，てり
  ～76 香1571
34 多聞院日記 1478 アオキ1565，アサクラザンショウ1583，アブラナ1592，キワ
  ～1599 タ1589，ジュウハチササゲ1582：［梅花銘］人はいざ1591　

［桜花銘］楊貴妃1578
34A 久政茶会記 1589 サトイモ
34B 天正十八年本 1590 ギンナン（銀杏，ぎんあん）
 節用集
35 ラホ日辞典 1595 スベリヒユ（すべりびゅう），スモウトリクサ（スミレ俗名），

ソラマメ，トウモロコシ（とうきび　➡56），ニッケイ，ブシ
ュカン（仏手柑），フダンソウ，ヘチマ

36 易林本節用集 1597 キチジョウソウ，トウダイグサ，トリアシショウマ（とりあ
し），ノダケ，ミツバ

37 日葡辞書 1603 アオサ，オトギリソウ，クサノオウ（草ノ王），サギソウ，サ
  ～4 ザンカ（さんざか＝山茶花　➡37B），タブノキ，チドメグサ，

トトキ（ツリガネニンジン），トベラ，ナギナタコウジュ，ナ
タマメ（刀豆），ネギ（➡ 2），ハマナデシコ，ハマボウ，ヒ
ゴタイ，ビヨウヤナギ（びよう），ボンテンカ，マダケ（真
竹），ヤクシソウ，ヤクモソウ，ユキノシタ，ユスラウメ（ゆ
すら）：［菊花銘］曙，鵞毛，大般若：［桜花銘］塩釜

37A 駿府政事録 1611条 サンシチ（山漆草・三七）
37B 山内千代書簡 1617前 サザンカ（ささんくわ　➡37）
38 新刊多識編 1631 イチジク，オナモミ，カラスビシャク，シュロチク（寸呂多

介），ゼニゴケ，タバコ，ツチアケビ，ツルムラサキ，ツルレ
イシ，トウガラシ，ナンバンアズキ，ノウルシ，ハナワラビ，
パンヤ（波牟仁也），ヒルガオ，マルメロ，ヤブジラミ

38A 犬子集 1633 サンゴジュ，ツヅラフジ，ハカタユリ
39 料理物語 1643 ホウレンソウ（はうれん）
40 毛吹草 1645 アサクサノリ（浅草苔　➡ 7），アズマギク，イワレンゲ，オ
 （附録とも）  ドリコソウ（おどりばな），カザグルマ，カナメモチ（かな
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め），カンノンソウ（観音草，吉祥草），クリンソウ，クルマ
ユリ，ケタデ，ゴジカ，コデマリ，サツキ（五月つつじ），サ
ルスベリ（百日紅　➡62），シデコブシ，シラン，センダイハ
ギ，センナリビョウタン，タチアオイ（➡ 9），チョウジソウ，
トロロアオイ（とろろの花），ハコネウツギ，ビジンソウ（ヒ
ナゲシ異名　➡88），ヒルムシロ，フクジュソウ，モジズリ
（ネジバナ　➡69），ヤツデ，ルコウ，レダマ

40A 雀子集 1662 クロモジ
40B 増 山之井 1663 オトコエシ，キリシマツツジ，フユボタン
41 花壇綱目初稿 1664 アツモリソウ，アンジャベル（カーネーション旧名），ウバユ
 （刊本➡1681）  リ，カノコユリ，コウオウソウ（紅黄草），ジャコウソウ，シ

ュウカイドウ，シュンラン，スカシユリ，センニチコウ（万
日溝），タケシマユリ，ダンドク，ノコギリソウ，ハマギク，
ヒマワリ（日向葵　➡55，ビャクブ（百部草），フウラン（風
蘭），ホトトギス，ミズアオイ，ヤマシャクヤク，ヤマブキソ
ウ

41A 花壇綱目二稿 1665 ウンゼンツツジ
42 訓蒙図彙 1666 サトウキビ（さたうだけ），シュンギク，デンジソウ（田字草，

羊歯），トリカブト，ノイバラ，ヒオウギ，ヒギリ，ホクロ
（シュンラン異名）

42A 古今料理集 1670頃 ヨメナ
43 本草綱目品目 1672？ アブラギリ，アメンドウ（巴旦杏あめんだうす），イカリソウ
 （注 2）  （いかりくさ），イシミカワ，イヌナズナ，ウマノアシガタ

（むまのあしがた），オオイヌタデ，オニノマユハギ，オニバ
ス，カニクサ，カモアオイ，カワラサイコ，ギョウジャニン
ニク，クガイソウ，クサイチゴ，クマザサ（隈笹），コエンド
ロ，コクサギ，コンギク，シシウド，ジャケツイバラ，スイ
バ，センブリ，タカサブロウ，タンキリマメ，チョウセンア
サガオ（➡27），ツリガネニンジン，ツルニンジン，トウアズ
キ，ノゲイトウ，ハコネソウ（はこねくさ），フウトウカズラ
（ふうとう），ベンケイソウ（弁慶草），ホコリタケ（ほこりた
ち），ヤブミョウガ

44 本草名物附録 1672？ イノデ（羊歯），カゼクサ，カンノンチク（観音竹），ゲンゲ
 （注 2）  （れんげばな　➡53A），ゼニアオイ，ツルボ，ナツズイセン，

モリグチダイコン，リョウブ
45 草花生写図巻 1661 ウシノヒタイ（ミゾソバ異名），ガガイモ，カヤツリグサ
 （探幽） ～74
46 草木花写生 1661 イヌサンショウ，エグイモ，シロヤマブキ，トウナスビ（ト
 （探幽） ～74 マト旧名　➡66）1668，フユイチゴ，ボウブラ（カボチャ），

ミズヒキ，ムシャリンドウ
47 草木写生（重賢） 1657 アラセイトウ1660，ウコン1662
  ～99
48 草花魚貝虫類 1661 アマチャ，アマチャヅル（あまちや：前項とは別品）1696，
 写生（常信） ～1712 アワモリショウマ（あはもり）1671，エニシダ（ゑにすた）

1697，クサヤマブキ1675，コブナグサ1682，サンダンカ1706，
シャラ（沙羅双樹，ナツツバキ）1669，シラネアオイ1701，
チャラン（茶米蘭）1680，ナゴラン1682，ハマゴウ（はまほ
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う），ハマナス1667，マンサク1704，ミツマタ1674，ムラサキ
シキブ1679，モッコク1682，ヤマボウシ，ローズマリー（ら
うつまれいな）1680

49 松平大和守日記 1658 エノキダケ1662，コウヤマキ1660，ナナカマド1664，レンギ
  ～82 ョウ1666
50 桜川 1674 クマイチゴ，ジュウロクササゲ，ネコヤナギ，ミズキ，ミヤ

ギノハギ
50Ａ 遠碧軒記 1675 チョロギ，ラッカセイ（落花生）
51 合類節用集 1680 アマドコロ，イヌマキ，ウマゴヤシ，キツネノカミソリ，ゴ

ヤオギ（トキンイバラ　➡76），サルナシ，ヤマアジサイ
52 花壇綱目刊本 1681 クロユリ（こく百合），マツモトセンノウ
53 抛入花伝書 1684 クサシモツケ，クサフジ，ササユリ，シオカゼ，タメトモユ

リ
53A 冬の日 1684 ゲンゲ（➡44）
54 和爾雅 1694 イタチササゲ，ゲンノショウコ，コアジサイ，ドクダミ，ナ

ルコユリ
55 花壇地錦抄 1695 アカマツ，アスナロ，イタヤカエデ，オオヤマレンゲ，オグ

ラセンノウ，オダマキ，ガクアジサイ（がく　➡98），カンア
オイ，ガンセキラン，キケマン，キジカクシ，キジノオ，ク
マガイソウ，サンショウバラ，タムラソウ，タモトユリ，ト
ウジュロ，ナツスカシユリ，ニシキソウ，ニッコウキスゲ，
ハマオモト，バラ（荊ばら　➡ 8），ハルスカシユリ，ハンカ
イソウ，ハンゲショウ，ヒマワリ（日廻　➡41），ヒメシャガ，
ヒメヒゴタイ，ホシクサ（ほしさう），ヤマホトトギス

56 本朝食鑑 1697 トウガン（冬瓜），トウモロコシ（➡35），ナガイモ，ラッキ
ョウ

57 花譜 1698 オシロイバナ，オランダイバラ，タビラコ，ナニワイバラ，
ユキヤナギ

58 草花絵前集 1699 センニンソウ，ヤブレガサ（やぶれすげがさ），リュウキュウ
ユリ（現テッポウユリ　➡75A）

58A 千枚分銅 1704 ジュウニヒトエ
59 大和本草（附録， 1709 アカメガシワ，アシタバ（あした），イヌホオズキ，イノンド，
 諸品図を含む）  イボタノキ，インゲンマメ（関西，フジマメ　➡77A），ウシ

ハコベ，ウメバチソウ，カマクラサイコ，キジムシロ，キョ
ウナ（京菜），ギンセンカ，クサソテツ（羊歯），クサネム，
コウゾリナ，コノテガシワ，ザボン（ざんぼ　➡60），サルノ
コシカケ，サワオグルマ，ショウジョウバカマ，ツチグリ，
ツルウメモドキ，ナツミカン，ニガキ，ビジンショウ（美人
蕉，ヒメバショウ），ヒツジグサ，フユアオイ，ホトケノザ，
マツブサ，ミゾソバ，ミヤコグサ，メダケ（女竹），ヤブタバ
コ，ヤブニンジン，ヤブマオ，リュウキュウハゼ，レモン
（りまん）

60 増補地錦抄 1710 サボテン（さんぼてい　➡76A），ザボン（➡59），サンザシ，
タニワタリ（羊歯），ヒイラギナンテン，ボウラン，ムサシア
ブミ，ユキモチソウ

61 和漢三才図会 1713？ アマナ，イイギリ，イヌビワ，カラスノエンドウ，キョウチ
クトウ，ギンラン，クサレダマ（草レダマ），シオガマギク，
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スカンボ（スイバ俗称），チゴユリ，チョウセンニンジン（朝
鮮人参　➡ 7），トウナス，トサミズキ，ヒガンバナ（➡27），
フウロソウ，フタリシズカ，マツムシソウ，リュウキンカ

62 書言字考節用集 1717 イグサ（➡ 7），ウリノキ，キササゲ，サルスベリ（➡40），
トコロテングサ（現テングサ　➡ 5，69）

63 諸禽万益集 1717 イシモチソウ，エンコウソウ，キョウカノコ（京鹿子），キン
シバイ（金糸梅），クサガク，クマノギク，シライトソウ，ス
ルガラン，ダルマギク，ツリフネソウ，トケイソウ，ニチニ
チソウ，ハゴロモソウ，ハナシノブ，ハナミョウガ，ハボタ
ン，ハラン，ハルリンドウ，フタバアオイ，ミセバヤ，ミツ
ガシワ，ヤツシロソウ，ヤナギラン，ラショウモンカズラ
（羅生門）

64 広益地錦抄 1719 ザゼンソウ，シャジクソウ，センボンヤリ，ツルフジバカマ，
ハクウンボク，ハゲイトウ（➡11），ハンゴンソウ，ヤグルマ
ソウ（ユキノシタ科）

65 用薬須知 1726 イヌトクサ（羊歯），ウキヤガラ，カワラトクサ（イヌトクサ
異名），カワラニンジン，チャンバギク（タケニグサ），トッ
クリイチゴ，ナンキン（なんきんぼうぶら，カボチャ），ヌス
ビトノアシ，ハリギリ，ヒメハギ，ヤブラン

66 東莠南畝讖 1731序 サンゴジュナスビ（トマト旧名　➡46），ハナノキ1745
67 地錦抄附録 1733 アリドオシ，エゾスミレ（エイザンスミレ異名），コンロンソ

ウ，サギゴケ，スハマソウ，スミレサイシン，タマノカンザ
シ，チャルメルソウ，ツルリンドウ，トウカエデ，ハナヤス
リ，ハマヒルガオ，フジウツギ，ミスミソウ

68 草木弄葩抄 1735 アケボノソウ，イブキトラノオ，イワカガミ，イワタバコ，
ウラシマソウ，オサラン，カヤラン，キミカゲソウ（現スズ
ラン），キンバイソウ，サイハイラン（さいはいそう），サジ
オモダカ，サラシナショウマ（さらしな），シュロソウ，ダイ
コンソウ，テンニンソウ，ミズバショウ，ヤハズソウ（矢筈
草）

68A 花木真写 1736前 コウシンバラ（庚申荊　➡15），コウヤボウキ（高野箒），チ
ョウセンアザミ（朝鮮薊，現アーティチョーク）

69 諸国産物帳 1735 アオミドロ，アマモ（➡78），イチヤクソウ，イヌシダ，ウグ
 （注 3） ～40 イスカグラ，ウシコロシ，ウナギツカミ，ウマノスズクサ，

エゴノキ，エゾマツ，オオケタデ，オニゼンマイ，カシオシ
ミ（現ネジキ），カタクリ（➡ 6），キンギョモ，クジャクソ
ウ（羊歯），クロマツ，クワクサ，コウボウムギ，コトリトマ
ラズ，サツマイモ，ジシバリ，ジャノヒゲ，シラカバ，スギ
ゴケ，スズメノヤリ，タカサゴユリ，タツナミソウ，タムシ
バ，チカラシバ（ちからぐさ），ツタウルシ，テングサ（➡ 5，
62），トチカガミ，トリトマラズ，ナツツバキ，ナツハゼ，ナ
ワシロイチゴ，ニガイチゴ，ネコノメ，ネジバナ（➡40），ノ
ゲシ，ノブドウ，バアソブ，ハイマツ，ハエドクソウ，ハダ
カムギ，ハナイカダ，ビナンカズラ，ヒマ，ヘゴ，ママコノ
シリヌグイ，マムシグサ，ミズオオバコ，ミズハコベ，モダ
マ，ヤエムグラ，ヤシャビシャク，ヤブカラシ，ヤブソテツ
（羊歯），ヤマハゼ
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69A 和産草木姿 1751 ネコジャラシ（エノコログサ俗称）
70 嘉卉園随筆 1751頃 イワチドリ，ウンラン（➡86），エンビセン，キセワタ，クワ

ガタソウ，コウモリソウ，コオモト，コタニワタリ，サルメ
ンエビネ，ショウキラン（ヒガンバナ科），センナリホオズキ，
ダイモンジソウ（大の字草），タヌキマメ，ツクバネソウ，ト
キソウ，トヨシマラン（ミヤマウズラ異名），ナギラン，ナツ
エビネ，ナンテンハギ，ヒゴオミナエシ，フクオウソウ，ホ
ウチャクソウ（現在の），マイヅルソウ，マツバナデシコ，ミ
ズゴケ，ミズタマソウ，ムラサキケマン，リョウリギク，レ
ンリソウ，ワンジュ

71 絵本福寿草 1755 ホタルブクロ
72 採薬使記 1758 エンレイソウ（えれ草＝江戸時代の通称），コケモモ
73 怡顔斎菌品 1761 ギンリョウソウ（銀竜艸），ツユザエモン（ギンリョウソウ），

ナンバンギセル，ユウレイソウ（ギンリョウソウ）
73A 東都薬品会目録 1761 オランダワレモコウ（ぴんぷるねる）
 （勧請状）
74 物類品隲 1763 キムラタケ，キリンカク，キンバイザサ，タカトウダイ，ナ

ツトウダイ，ハシリドコロ，ハマウツボ，ムギラン，モッコ
ウバラ（木香花，白）

74A 見道斎物産会 1765 ガジュマル（かつまる）
 目録
75 花彙 1765 キクヂシャ，ドウカンソウ（道灌草），ハリアサガオ，ヒメシ

オン，フジモドキ
75A 琉球産物志 1770 イリモテラン（西表蘭），デイコ（梯沽），テッポウユリ（➡

58），モウソウチク（現在の孟宗竹）
76 物類称呼 1775 トキンイバラ（➡51），ヤブニッケイ
76A 柳多留 11 1776 サボテン（➡60）
77 薬品手引草 1778 アカバナ（柳葉菜），キブシ（五倍子），ミズワラビ
77A 俳諧四季部類 1780 インゲンマメ（関東，ゴガツササゲ　➡59）
78 本草鏡 1780頃 オヒシバ，キツネノマゴ，キヌガサソウ（きぬがさぐさ），キ

ンミズヒキ，コウヤノマンネングサ（苔），センダングサ，タ
ネツケバナ，タネナシミカン（さねなしみかん），マンリョウ，
ミチヤナギ，メヒシバ，リュウグウノオトヒメノモトユイノ
キリハズシ（龍宮ノ乙姫ノ元結ノ切リハズシ：アマモの異名
だが，和名のなかで，もっとも長い植物名という），リュウノ
ウギク

78A 松前志 1781 トドマツ（とど）
79 雑字類編 1786 イノモトソウ（羊歯），グンバイナズナ，ツメレンゲ
80 艸花銘志 1791 オニタビラコ，ペンペングサ（ナズナ俗名）
80A 詩経草木多識会 1799 アオウキクサ，アカウキクサ（羊歯），グンバイウチワ，コリ
 品目  ヤナギ，サンショウモ（羊歯），シデザクラ，テンノウメ，ヒ

ヨドリバナ，ヤシャゼンマイ
81 本草綱目纂疏 1800 ハズ（巴豆）
82 常野採薬記 1801 イチヨウラン（一葉蘭），エイザンスミレ，カサゴケ，カシワ
 （小野蘭山）  バハグマ，カラハナソウ，ガンコウラン，キツネノボタン，

キツリフネ，キハギ，ギンガソウ（タマアジサイ），コゴメウ
ツギ，ゴゼンタチバナ，スギラン（羊歯），スズカゼリ，ツリ
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バナ，ナツノハナワラビ，ハタザオ，ハルトラノオ，ハンシ
ョウヅル，フサザクラ，ミヤマウズラ（➡70，98A），ムカゴ
ニンジン，ユキワリソウ，ワニグチソウ（わにぐちほうちや
く）

83 甲駿豆相採薬記 1801 クマノミズキ，シモカズキ（しもかづき＝霜被衣，イソギク
 （蘭山）  異名），ジャガイモ（じやがたらいも），トウゲシバ（羊歯）
84 紀州採薬記 1802 カギカズラ，カキノハグサ，キジョラン（鬼女蘭），クサヤツ
 （蘭山）  デ，ケイビラン，シシラン（羊歯），シャシャンボ，シャリン

バイ，チョウズノキ（手水ノ木，現ヒノキバヤドリギ），ハス
ノハカズラ，ハマナタマメ，ヒトリシズカ，ヒョウタンボク
（ひやうたんのき），ヒレアザミ，ムカデラン，ヤマグルマ，
ワクラモチ（シャシャンボ異名）

85 藤子南紀採薬記 1802 コクラン，バクチノキ，ハマザクラ，ミツデウラボシ（羊歯）
 （注 4）
86 房総常州採薬記 1803 キンギョソウ（ウンラン花戸名），キンラン（注 5），ハダカ
 （蘭山）  ホウズキ，ビロードラン（シュスラン花戸名）
87 勢州採薬記 1804 アサマリンドウ，タコノアシ
 （蘭山）
88 本草綱目啓蒙 1805 イザヨイバラ，イワガネソウ，ウラボシ，ウワバミソウ，カ

ワラケツメイ，クマタケラン，ゴキヅル，コナスビ（現在の），
ナンバンハコベ，ネジアヤメ，ヒナゲシ（➡40），ボタンヅル，
マンネンスギ（羊歯），ミゾカクシ，ワニグチモダマ

88A 柳多留 32 1805 コマツナ（小松菜）
89 物品識名 1809 アキギリ，イヌノフグリ，カジイチゴ，カンツワブキ，クモ

ノスシダ，クラマゴケ（羊歯），コウヨウザン（広葉杉），コ
チョウラン，サクララン，スズメノテッポウ，タケニグサ，
タマシダ，ツクバネウツギ，ドウダンツツジ，トウヒレン，
トキンソウ，トモエソウ，ニュウメンラン，ネコハギ，ノボ
タン，ハブソウ，ビランジ，マツバラン，モミジガサ，ヤマ
シロギク，リュウビンタイ（羊歯）

90 木曽採薬記 1810 カニコウモリ，クモラン，コマクサ，シュモクシダ，ダケカ
 （水谷豊文）  ンバ，チダケサシ，チングルマ，ノギラン，フジシダ，モミ

ジイチゴ
91 熊野採薬記 1816 ソクシンラン，ヒモラン，ベニシダ
 （豊文）
92 城和摂諸州採薬 1817 ウチョウラン，カラカサゴケ，センニンコク（仙人穀，ヒモケ
 記（丹羽松斎）  イトウ　➡98），ナンカクラン（羊歯），ムラサキオモト
93 昌章草木集 1818 オオタニワタリ（羊歯）1826，オサシダ1823，キヌタソウ
  ～33 1821，コメツブウマゴヤシ（こめつぶ苜蓿）1827，ジガバチ

ソウ1821，ジュウモンジシダ1822，シュスラン1822，スズム
シラン1824，タマガワホトトギス1829，モウセンゴケ1829

94 武江産物志 1824 ドクウツギ，ニリンソウ，ヌスビトハギ，ヒンジモ（品字藻），
ムカゴイラクサ

95 物品識名拾遺 1825 アオノクマタケラン，ウサギギク，ガガブタ，クルマバソウ，
ザクロソウ，サッコウ（醋甲，ムラサキナツフジ），シモバシ
ラ，タヌキモ，ツチトリモチ（つちやまもち），ツメクサ，ト
ウバナ（塔花），トキワハゼ，ハカリノメ，ハナタデ，マイサ
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ギ，ミミカキグサ，ムヨウラン（無葉蘭），ムレスズメ，ヤブ
タビラコ，ワダソウ

96 大窪昌章諸国 1821 ウスユキソウ1821，キバナノレンリソウ1831，クマシデ1821，
 採薬記 ～36 ツルデンダ（羊歯）1829，ホラゴケ（羊歯）1821
96A 草木奇品家雅見 1827 カクレミノ，ギンモクセイ
97 草木錦葉集 1829 キンリョウヘン，ココンリン，コンリンザイ（以上，蘭），ス

ズラン（現在の），ソシンラン，ハナヅルソウ（花つる，海外
産）

97A 山陰四州採薬記 1832 メノマンネングサ（雌の万年草）
 （山本榕室）
98 水谷本草（注 6） 1833前 エゾギク，ガクアジサイ（かくあぢさい　➡55），カモメラン

（かもめさう），キマメ，キンモクセイ，クルマバハグマ，コ
ンロンカ，ツルドクダミ，ナンキンマメ（落花生），ヒイラギ
モクセイ，ヒモケイトウ（➡92），フウチョウソウ（風蝶草），
リョウメンシダ

98A 錦蘭品さだめ 1839 ニシキラン（ミヤマウズラの花戸名　➡82）
99 本草図譜（注 7） 1830 アダン，オランダイチゴ（おらんだのへびいちご），グンバイ
  ～44 ヒルガオ，コモチシダ（現在の），スイフヨウ（酔芙蓉），ハ

リナスビ

（注 1） 『風土記』動植物名の振仮名は後世に付されたらしいので採らず，本文に万葉仮名で
記されている場合だけ，採録した。

（注 2） 貝原益軒著『本草綱目品目』『本草名物附録』は，寛文12年（1762）初刊『本草綱目』
和刻本の附録だが，執筆されたのは延宝 8年（1680）頃の可能性がある。しかし，こ
のリストでは一応1672年に置き，？を付した。

（注 3） 『諸国産物帳』は，享保20年～元文 3年（1735～38）に行なわれた全国産物調査の各
藩報告書。

（注 4） 藤子は小野蘭山門人で，蘭山の紀州採薬に同行して『南紀採薬記』を残したが，その
内容は蘭山の『紀州採薬記』とかなり異なる。

（注 5） 『蘭山先生日記』（実学史研究Ⅶ，思文閣出版）による。この日記は『房総常州採薬記』
を補う好資料である。

（注 6） 『水谷本草』は，水谷豊文編著『本草綱目記聞』（杏雨書屋蔵）を指す。本書は小野蘭
山の『本草綱目啓蒙』を基礎に豊文の図・記述を加えた全60冊の大著。

（注 7） 幕末期の渡来植物については，拙著「明治前園芸植物渡来年表」（慶應義塾大学日吉
紀要・自然科学，42号，2007年）を参照していただきたい。

文献
•上記江戸時代資料の多くは当時の和本を調べたが，本欄では利便さを考慮して，できるだけ
最近の影印本・翻刻本を挙げた。

•筆者名を挙げない資料は著編者未詳，「刊」と記していない和古書は筆写本である。
•➡：当該資料を含む出版物や，該当個所の引用などを示す。
•⇨：参考文献を示す。
•日記・スケッチ集の期間を示さない場合は本文を参照。
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•影印本・翻刻本の編者と出版年は省いた。
•和古書は国会図書館本を主として挙げた。他館については『国書総目録』を参照されたい。
•閲覧が容易でない資料については，『古事類苑』『日本国語大辞典』などに引用されている該
当個所を示した。

●全般的に参照した文献
花木園芸，宮沢文吾，八坂書房
古事類苑・植物部，吉川弘文館
古典植物辞典，松田 修，講談社：文献 1～ 3・ 6・ 8・11・12を調べるのに役立つ
樹木大図説，上原敬二，有明書房
［図説］草木名彙辞典，木村陽二郎監修，柏書房
動植名彙，伴 信友，文政10（1827）序　➡伴信友全集 5，国書刊行会
日本国語大辞典（第 2版），小学館

●個別文献
1  古事記，太

おお

安
の

麻
やす

呂
まろ

，和銅 5（712）成，講談社学術文庫／古事記大成・索引編 2，平凡
社

2  日本書紀，舎
とね

人
り

親王ほか編，養老 4（720）成，講談社学術文庫／定本日本書紀・索引編，
講談社

2 A 続日本紀，菅野真道ほか編，延暦16（797）成，講談社学術文庫
3  出雲国風土記，天平 5（733）成➡風土記，平凡社東洋文庫
3 A 大安寺資財帳（大安寺伽藍縁起資財帳），天平19（747）➡寧

な ら

楽遺文，竹内理三編，東京
堂出版：中巻，宗教編：該当個所➡『日本国語大辞典』「ざくろ」

4  懐風藻，天平勝宝 3（751）成，講談社学術文庫
5  正倉院文書：『奈良朝食生活の研究』（関根真隆，吉川弘文館）に拠った。
6  万葉集，大伴家持（延暦 4＝785没）編，新日本古典文学大系 1～ 4・別巻索引，岩波

書店⇨古典植物辞典
6 A 日本後紀，藤原緒

お

嗣
つぐ

ほか編，承和 7（840）成，講談社学術文庫
6 B 古語拾遺，斎

いんべのひろなり

部広成，大同 2（807）成，岩波文庫
6 C 文華秀麗集，藤原冬嗣ほか編，弘仁 9（818）成，日本古典文学大系69，岩波書店
6 D 令義解，天長10（833）成➡［新訂増補］国史大系22，吉川弘文館：該当個所➡『古事

類苑』植物部27・「木賊」
6 E 文

もんとく

徳実録，藤原基経ほか編，元慶 3（879）成➡［新訂増補］国史大系 8，吉川弘文館：
該当個所➡『古事類苑』植物部26・「母子草」

7  新撰字鏡，昌住，昌泰年間（898～900）成➡［天治本］新撰字鏡（増訂版），臨川書店
／［天治本・享和本］新撰字鏡国語索引，京都大学文学部国語学国文学研究室編，臨川
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書店
8  古今和歌集，紀

きの

 友
とものり

則ほか編，延喜14（914）頃成，新日本古典文学大系 5，岩波書店
9  本草和名，深江輔仁，延喜18（918）頃成，日本古典全集，現代思潮社
9 A 躬恒集，凡

おおしかわちのみつね

河内躬恒，延長 3（925）頃成➡躬恒集注釈，藤岡忠美・徳原茂美，貴重本
刊行会：該当個所➡『古事類苑』植物部26・「父子草」

10 倭
わみやう

名類聚抄（和名抄），源 順
したごう

，承平 5（935）頃成➡箋注倭名類聚抄（10巻本），狩谷
棭
えき

斎
さい

，全国書房
10A 蜻

かげろう

蛉日記，藤原道綱母，天暦 2～天延 2（954～974），新日本古典文学大系24，岩波書
店：該当個所は107段・111段

10B 小
しようゆうき

右記，藤原実
さねすけ

資日記，天元 5～長元 5（982～1032），増補史料大成・別巻 1～ 3，臨
川書店

11 枕草子，清少納言，長保 3（1001）頃成，岩波文庫
11A 拾遺和歌集，花山法王撰，寛弘 3（1006）頃成，日本古典全集，現代思潮社：該当個所

➡『古事類苑』植物部27・「松茸」
12 源氏物語，紫式部，寛弘 4（1007）頃成，新日本古典文学大系19～23，岩波書店
12A 今昔物語集，大治 5～保延 6（1130～40）頃，平凡社東洋文庫：該当個所➡『古事類苑』

植物部27・「舞茸」
12B 散

さんぼく

木奇歌集，源 俊頼，大治 3（1128）頃成➡散木奇歌集の研究と校本，関根慶子，明
治図書出版：該当個所➡『日本国語大辞典』「しだりざくら」，『花木園芸』「にわざくら」

12C 本朝無題詩，藤原忠道ほか撰，長寛元（1163）頃成，辞書類従 9，続群書類従完成会
12D 続詞花和歌集，藤原清輔編，永万元（1165）頃成，群書類従10，続群書類従完成会：該

当個所➡『日本国語大辞典』「こぶし」
13 色葉字類抄（ 3巻本），橘 忠兼，養和元（1181）頃成➡色葉字類抄研究並びに総合索引，

風間書房
14 伊呂波字類抄，鎌倉時代初期成，国会図書館（わ813－37）：13の増補
15 明月記，藤原定家➡訓読明月記，今川文雄，河出書房新社
15A 東寺百合文書「に」：該当個所➡『日本国語大辞典』「やまごぼう」
16 名

みようご

語記，経尊，建治元（1275）成，勉誠社：編者，北野 克
17 塵袋，良胤？，弘安 4（1281）頃成，平凡社東洋文庫
17A 拾玉集，慈円，貞和 2（1346）成，吉川弘文館
17B 徒然草，吉田兼好（文和元＝1352？没），新日本古典文学大系39，岩波書店：該当個所

➡『日本国語大辞典』「めなもみ」
17C 詞林采葉抄，由

ゆう

阿
あ

，貞治 5（1366）成，大学堂書店：該当個所➡『花木園芸』「にわうめ」
17D 新札往来，素眼，貞治 6（1367）成➡往来物大系 5，大空社：該当個所➡『日本国語大

辞典』「ぶどう」
17E 空

くう

華
げ

集，義堂周信，延文 4～応安元（1359～68）頃成，五山文学全集，思文閣出版：該
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当個所➡『古事類苑』植物部24・「西瓜」
17F 愚管記（後深

しんじん

心院関白記），近衛道嗣日記，延文元～永徳 3（1356～83），臨川書店：該
当個所➡『古事類苑』植物部18・「剪紅蘿」

18 康
やすより

頼本草，丹波康頼（仮託），康暦 2（1380）頃成，国会図書館（197-62）
18A 庭

ていきん

訓往来，南北朝後期～室町初期成，平凡社東洋文庫
19 言

ごんじん

塵集，今川了俊，応永13（1406）成，汲古書院
20 看

かんもん

聞御記，伏見宮貞成親王，続群書類従・補遺 2，続群書類従完成会
20A 東寺百合文書「を」：該当個所➡『日本国語大辞典』「さんしょう」「しいたけ」「だいこ

ん」
21 下学集（永禄 2年本），文安元（1444）成➡下学集三種（東京大学国語研究室資料叢書

14），汲古書院
22 撮壌集，飯尾永祥，享徳 3（1454）序➡中世古辞書四種研究並びに総合索引，風間書房
23 山

やま

科
しな

家
け

礼
らい

記，大沢久守ほか，続群書類従完成会
24 蔭

いん

凉
りよう

軒日録，京都相国寺蔭凉軒主の日記，増補続史料大成，臨川書店
25 お湯殿の上の日記，続群書類従・補遺 3，続群書類従完成会　⇨磯野直秀，博物誌資料

としての『お湯殿の上の日記』，慶應義塾大学日吉紀要・自然科学，40号
26 尺

せき

素
そ

往来，一条兼良（文明13＝1481没）➡群書類従141，続群書類従完成会
27 温故知新書，大伴広公，文明16（1484）序➡中世古辞書四種研究並びに総合索引，風間

書房
28 文明本節用集，15世紀末～16世紀初頭成➡文明本節用集研究並びに索引，勉誠社
29 新撰類聚往釆，丹峰和尚，明応年間（1492～1500）頃成，慶安 2（1649）刊➡往来物大

系12，大空社
30 仙伝抄，天文 5（1536）写・寛永20（1643）刊➡花道古書集成 1，思文閣
31 池坊専応口伝，池坊専応，天文11（1542）成➡花道古書集成 1，思文閣
32 池坊専栄花伝書，池坊専栄，永禄10（1567）成➡続花道古書集成 2，思文閣
33 言

ときつぐ

継卿記，山科言継，続群書類従完成会
34 多聞院日記，多聞院英俊ほか，続史料大成38～42，臨川書店
34A 久政茶会記，松屋久政➡松屋会記，松屋久重，茶道古典全集 9，淡交新社：該当個所➡

『日本国語大辞典』「さといも」
34B 天正十八年本節用集➡古本節用集六種研究並びに総合索引（改訂新版），勉誠社
35 ラホ日辞典（羅葡日辞典），イエズス会宣教師，文禄 4（1595）刊➡ラホ日辞典の日本語，

ラホ日辞典索引刊行会
36 易林本節用集，易林，慶長 2（1597）刊➡古本節用集六種研究並びに総合索引（改訂新

版），勉誠社
37 日葡辞書，イエズス会宣教師，慶長 8～ 9（1603～ 4 ）刊➡邦訳日葡辞書（土井忠生ほ

か編訳）・邦訳日葡辞書索引（森田武編），岩波書店
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37A 駿府政事録，後藤庄三郎，国会図書館（200-125）
37B 山内千代（元和 3＝1617没）書簡➡山内一豊と千代，田畑泰子，岩波新書：198・204頁
38 新刊多識編，林羅山，寛永 8（1631）刊➡多識編研究並びに総合索引，勉誠社
38A 犬

えの こ

子集，松江重頼，寛永10（1633）刊，近世文学資料類従・古俳諧編 1，勉誠社
39 料理物語，寛永20（1643）刊➡江戸時代料理本集成 1，臨川書店：該当個所➡『日本国

語大辞典』「はうれん」
40 毛吹草，松江重頼，正保 2（1645）刊，岩波文庫：『毛吹草追加』を含む
40A 雀子集，銀竹軒光方，寛文 2（1662）刊，近世文学資料類従・古俳諧編14，勉誠社：該

当個所➡『日本国語大辞典』「くろもじ」
40B 増 山之井，北村季吟，寛文 3（1663）成・同 7（1667）刊・➡近世前期歳時記十三種・

本文集成並びに総合索引，勉誠社
41 花壇綱目（初稿），水野元勝，寛文 4（1664）序，国会図書館（特 1 -45）
41A 花壇綱目（二稿），水野元勝，寛文 5（1665）序，国会図書館（特 1 -46）：本書の「追

加」と記した個所以降は後人の追加らしいので，対象としなかった
42 訓

きんもう

蒙図彙，中村惕
てきさい

斎，寛文 6（1666）刊，勉誠社
42A 古今料理集，寛文10年（1670）頃刊➡江戸時代料理本集成 2，臨川書店
43 本草綱目品目，貝原益軒，寛文12年初刊『本草綱目』附録➡益軒全集 6，国書刊行会
44 本草名物附録，貝原益軒，寛文12年初刊『本草綱目』附録➡益軒全集 6，国書刊行会
45 草花生写図巻，狩野探幽（延宝 2＝1674没），京都国立博物館蔵➡探幽縮図，狩野探幽，

同朋舎
46 草木花写生（果蔬草花図巻），狩野探幽（延宝 2＝1674没），東京国立博物館蔵，紫紅社
47 草木写生，狩野重賢，国会図書館（別10-39）⇨磯野直秀，狩野重賢画『草木写生』，慶

應義塾大学日吉紀要：自然科学，36号
48 草花魚貝虫類写生図，狩野常信（正徳 3＝1713没），東京国立博物館蔵⇨磯野直秀，博

物誌資料としての『草花魚貝虫類写生図』，MUSEUM，590号
49 松平大和守日記，松平直

なおのり

矩➡日本庶民文化史料集成12，三一書房
50 桜川，松山玖也，延宝 2（1674）成，大東急記念文庫蔵，同文庫刊
50A 遠碧軒記，黒川道祐，延宝 3（1675）序➡日本随筆大成 1期10，吉川弘文館
51 合類節用集，三胤子，延宝 8（1680）刊➡合類節用集研究並びに索引，勉誠社
52 花壇綱目（刊本），水野元勝，延宝 9（1681）刊，国会図書館（特 1 -1782）
53 抛入花伝書，貞享元（1684）刊➡花道古書集成1，思文閣
53A 冬の日，荷

か

兮
けい

編，貞享 2（1685）刊➡芭蕉七部集，岩波文庫：該当個所➡『日本国語大
辞典』「げんげ」

54 和
わ じ が

爾雅，貝原好古，元禄 7（1694）刊➡益軒全集 7，国書刊行会
55 花壇地

じ

錦
きん

抄，伊藤伊兵衛三之丞，元禄 8（1695）刊，八坂書房
56 本朝食鑑，人見必大，元禄10（1697）刊，平凡社東洋文庫
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57 花譜，貝原益軒，元禄11（1698）刊➡花譜・菜譜，八坂書房
58 草花絵前集，伊藤伊兵衛三之丞，元禄12（1699）刊，平凡社東洋文庫
58A 千枚分銅，宝永元年（1704）刊➡未刊雑俳資料19，鈴木勝忠発行（ガリ版）：該当個所

➡『日本国語大辞典』「じゅうにひとえ」
59 大和本草，貝原益軒，宝永 6（1709）刊，有明書房：附録・諸品図（1715刊）を含む
60 増補地錦抄，伊藤伊兵衛政武，宝永 7（1710）刊，八坂書房
61 和漢三才図会，寺島良安，正徳 3（1713）？刊，平凡社東洋文庫
62 書言字考節用集，槇島昭武，享保 2（1717）刊➡書言字考節用集研究並びに索引，風間

書房
63 諸禽万益集，源 止龍，享保 2（1717）成，国会図書館（特 1 -465）⇨磯野直秀，日本

博物学史覚え書14，慶應義塾大学日吉紀要・自然科学，44号
64 広益地錦抄，伊藤伊兵衛政武，享保 4（1719）刊，八坂書房
65 用薬須

す ち

知，松岡玄達，享保11（1726）刊➡近世漢方医学書集成55，名著出版
66 東

とう

莠
ゆう

南
なん

畝
ぼ

讖
しん

，毘留舎耶谷，享保16（1731）序，国会図書館（特 1 -217）⇨磯野直秀，『東
莠南畝讖』：18世紀前半の動植物図譜，慶應義塾大学日吉紀要・自然科学，18号

67 地錦抄附録，伊藤伊兵衛政武，享保18（1733）刊，八坂書房
68 草木弄

ろう

葩
は

抄，菊池成胤，享保20（1735）刊，国会図書館（持 1 -2485）⇨磯野直秀，日
本博物学史覚え書13，慶應義塾大学日吉紀要・自然科学，35号

68A 花木真写，近衛家
いえ

煕
ひろ

（元文元＝1736没），淡交社
69 諸国産物帳，享保20～元文 3（1735～38）成➡享保元文諸国産物帳集成，科学書院：こ

の集成には，後年作成の類似書がいくつか収められているが，その分は除外した。
69A 和産草木姿，三浦義片，宝暦元（1751）序，東京国立博物館（和138）
70 嘉

か

卉
き

園随筆，横井時敏，宝暦初年（1751～）成，杏雨書屋（否4804）
71 絵本福寿草，大岡春川，宝暦 5（1755）刊，国会図書館（特 1 -626）
72 採薬使記，後藤梨春編，宝暦 8（1758）序➡採薬志Ⅰ，科学書院
73 怡

い

顔
がん

斎
さい

菌品，松岡玄達，宝暦11（1761）刊，国会図書館（特 1 -1949）
73A 東都薬品会目録，平賀源内，宝暦11（1761）刷➡平賀源内全集，上巻，名著刊行会
74 物類品

ひんしつ

隲，平賀源内，宝暦13（1763）刊➡平賀源内全集，上巻，名著刊行会
74A 見道斎物産会目録（明和 2，1765），伊

い ら こ

良子光顕➡鍾奇遺筆，国会図書館（228-64）
75 花彙，小野蘭山・島田充房，明和2（1765）刊，八坂書房
75A 琉球産物志，田村藍水，明和 7（1770）自序，江戸後期諸国産物帳集成18，科学書院
76 物類称呼，越谷吾山，安永 4（1775）刊，岩波文庫
76A 柳多留11，柄

から

井
い

川柳，安永 5（1776）刊➡誹風柳多留，岩波文庫
77 薬品手引草，加地井高茂，安永 7（1778）刊，国会図書館（182-140）
77A 俳諧四季部類，二柳，安永 9（1780）刊➡近世後期歳時記本文集成並びに総合索引，勉

誠社
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78 本草鏡，斎藤憲純，安永年間（1772～80）頃成，国会図書館（特 1 -3378）
78A 松前志，松前広長，天明元（1781）序➡江戸後期諸国産物帳集成 1，科学書院
79 雑字類編，柴野栗山，天明 6（1786）刊，ひたく書房
80 艸花銘志，堤 倫子明，寛政 3（1791）序，国会図書館（特 7 -406）
80A 詩経草木多識会品目，寛政11（1799）刊，国会図書館（特 1 -2455）
81 本草綱目纂疏，曽占春，寛政12（1800）成，国会図書館（140-206）
82 常野採薬記，小野蘭山，享和元（1801）➡採薬志Ⅱ，科学書院
83 甲駿豆相採薬記，小野蘭山，享和元（1801）➡採薬志Ⅱ，科学書院
84 紀州採薬記，小野蘭山，享和 2（1802）➡採薬志Ⅱ，科学書院
85 藤子南紀採薬志稿，藤子某，享和 2（1802）➡蘭山採薬記，国会図書館（特 1 -1977）
86 房総常州採薬記，小野蘭山，享和 3（1803），東京国立博物館（和32）
87 勢州採薬記，小野蘭山，文化元（1804）➡採薬志Ⅱ，科学書院
88 本草綱目啓蒙（初版），小野蘭山，文化 2（1805）刊➡本草綱目啓蒙，早稲田大学出版

部／平凡社東洋文庫本（［重訂］本草綱目啓蒙）が利用しやすい
88A 柳多留32，文化 2（1805）刊➡誹風柳多留，岩波文庫
89 物品識名，水谷豊文，文化 6（1809）刊➡物品識名・附拾遺，青史社
90 木曽採薬記，水谷豊文，文化 7（1810）➡採薬志Ⅰ，科学書院
91 ［勢志紀］熊野採薬記，水谷豊文，文化13（1816），国会図書館（持 7 -576）
92 城和摂諸州採薬記，丹

に

羽
わ

松斎，文化14（1817）➡採薬志Ⅱ，科学書院
93 昌章草木集，大窪昌

まさ

章
あき

，文政元～天保 4（1818～33），国会図書館（849-21）
94 武江産物志，岩崎灌園，文政 7（1824）刊➡江戸の自然誌，野村圭佑，どうぶつ社
95 物品識名拾遺，水谷豊文，文政 8（1825）刊➡物品識名・附拾遺，青史社
96 諸国採薬記，大窪昌章，文政 4～天保 7（1821～36），国会図書館（特 7 -391）
96A 草木奇品家

か が み

雅見，金太（増田繁亭），文政10（1827）刊，青青堂出版
97 草木錦葉集，水野忠

ただ

暁
とし

，文政12（1829）刊，青青堂出版
97A 山陰四州採薬記，山本榕室，天保 3（1832）成➡山本篤慶採薬記，採薬志Ⅰ，科学書院
98 水谷本草（本草綱目記聞），水谷豊文（天保 4＝1833没），杏雨書屋（貴460）：翻刻本

『本草綱目記聞』（杏雨書屋発行，非売品）が，国会図書館などで利用できる
98A 鈴蘭品さだめ，天保10（1839）刊，国会図書館（特 1 -1520）
99 本草図譜，岩崎灌園，天保元～弘化元（1830～44）成，同朋舎⇨『本草図譜総合解説』，

北村四郎ほか，同朋舎
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索引
現和名・別名（一部の古名を含
む）と，その所収資料番号を記し
た。花銘は末尾にまとめた。

アーティチョーク，68A
アイ，7
アオイ，6
アオウキクサ，80A
アオキ，34
アオギリ，10
アオサ，37
アオノクマタケラン，95
アオノリ，5
アオミドロ，69
アカウキクサ，80A
アカザ，7
アカネ，6
アカバナ，77
アカマツ，55
アカメガシワ，59
アキギリ，89
アケビ，7
アケボノソウ，68
アサ，6
アサガオ，8，11
アサクサノリ，7，40
アサクラザンショウ，34
アサザ，6
アサツキ，10
アサマリンドウ，87
アザミ，7
アシ，1
アジサイ，6
アシタバ，59
アズキ，1
アズサ，1
アスナロ，55
アズマギク，40
アセビ，21
アダン，99
アツモリソウ，41
アブラギリ，43
アブラナ，34
アマチャ，48
アマチャヅル，48
アマドコロ，51
アマナ，61

アマノリ，10
アマモ，69，78
アメンドウ，43
アヤメ，25
アラセイトウ，47
アラメ，5
アリドオシ，67
アワ，1
アワモリショウマ，48
アンジャベル，41
アンズ，25
イ（藺），7
イイギリ，61
イカリソウ，43
イグサ（藺草），7，62
イグチ，16
イザヨイバラ，88
イシミカワ，43
イシモチソウ，63
イソギク，83
イタチササゲ，54
イタドリ，7
イタヤカエデ，55
イチイ，6
イチゴ，7，9
イチジク，38
イチハツ，28
イチヤクソウ，69
イチョウ，21
イチヨウラン（一葉蘭），82
イヌサンショウ，46
イヌシダ，69
イヌタデ，9
イヌトクサ，65
イヌナズナ，43
イヌノフグリ，89
イヌビワ，61
イヌホオズキ，59
イヌマキ，51
イヌワラビ，7
イネ，1
イノコヅチ，7
イノデ，44
イノモトソウ，79
イノンド，59
イバラ，6
イブキトラノオ，68
イボタノキ，59

イラクサ，7
イリモテラン，75A
イワカガミ，68
イワガネソウ，88
イワタケ，22
イワタバコ，68
イワチドリ，70
イワヒバ，24
イワレンゲ，40
インゲンマメ（関西），59
インゲンマメ（関東），77A
ウキクサ，7
ウキヤガラ，65
ウグイスカグラ，69
ウコギ，9
ウコン，47
ウサギギク，95
ウシコロシ，69
ウシノヒタイ，45
ウシハコベ，59
ウスユキソウ，96
ウチョウラン，92
ウツギ，7
ウツボグサ，23
ウド，7
ウナギツカミ，69
ウバユリ，41
ウマゴヤシ，51
ウマノアシガタ，43
ウマノスズクサ，69
ウメ，4
ウメバチソウ，59
ウメモドキ，25
ウラシマソウ，68
ウラジロ，23
ウラボシ，88
ウリ，2
ウリノキ，62
ウルシ，2
ウワバミソウ，88
ウンゼンツツジ，41A
ウンラン，70，86
エイザンスミレ，67，82
エグイモ，46
エゴノキ，69
エゾギク，98
エゾスミレ，67
エゾマツ，69
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エニシダ，48
エノキ，2
エノキダケ，49
エノコログサ，13，69A
エビヅル，1
エビネ，23
エレソウ，72
エンコウソウ，63
エンドウ，13
エンビセン，70
エンレイソウ，72
オウバイ，23
オオイヌタデ，43
オオケタデ，69
オオタニワタリ，93
オオバコ，7
オオムギ，5
オオヤマレンゲ，55
オギ，6
オキナグサ，9
オグラセンノウ，55
オグルマ，23
オケラ，2
オゴノリ，5
オサシダ，93
オサラン，68
オシロイバナ，57
オダマキ，55
オトギリソウ，37
オトコエシ，40B
オドリコソウ，40
オナモミ，38
オニアザミ，31
オニゼンマイ，69
オニタビラコ，80
オニドコロ，9
オニノマユハギ，43
オニノヤガラ，7
オニバス，43
オニフスベ，9
オニユリ，24
オヒシバ，78
オミナエシ，6
オモダカ，9
オモト，18
オランダイチゴ，99
オランダイバラ，57
オランダワレモコウ，73A

カーネーション，41
カイドウ，21
カエデ，6，7
ガガイモ，45
ガガブタ，95
カキ，5
カギカズラ，84
カキツバタ，6
カキドオシ，28
カキノハグサ，84
ガクアジサイ，55，98
カクレミノ，96A
カザグルマ，40
カサゴケ，82
カシ，1
カジイチゴ，89
カシオシミ，69
ガジュマル，74A
カシワ，10
カシワバハグマ，82
カゼクサ，44
カタクリ，6，69
カタバミ，9
カツラ，1
カナムグラ，18
カナメモチ，40
カニクサ，43
カニコウモリ，90
カノコユリ，41
カバ，13
カブ，10
カブス，28
カボチャ，46→トウナス，ナンキ
ン，ボウブラ

ガマ，1
カマクラサイコ，59
カマツカ，11
カモアオイ，43
カモメラン，98
カヤ（ススキ），6
カヤツリグサ，45
カヤラン，68
カラカサゴケ，92
カラシナ，9
カラスウリ，7
カラスノエンドウ，61
カラスビシャク，38
カラスムギ，9

カラタチ，6
カラタチバナ，7
カラナデシコ，11
カラハナソウ，82
カラマツ，23
カラムシ，2
カリヤス，13
カリン，18A
カルカヤ，11
カワラケツメイ，88
カワラサイコ，43
カワラトクサ，65
カワラナデシコ，30
カワラニンジン，65
カワラヨモギ，9
カンアオイ，55
カンギク，31
ガンコウラン，82
ガンセキラン，55
カンゾウ（萱草），11
カンツワブキ，89
カンノンソウ，40
カンノンチク，44
ガンピ（花），24
ガンピ（木），28
キイチゴ，25
キキョウ，8
キク，4
キクジシャ，75
キクラゲ，23
キケマン，55
キササゲ，62
キジカクシ，55
ギシギシ，16
キジノオ，55
キジムシロ，59
キジョラン，84
キセワタ，70
キチジョウソウ，36
キツネノカミソリ，51
キツネノボタン，82
キツネノマゴ，78
キツリフネ，82
キヌガサソウ，78
キヌカツギ，25
キヌタソウ，93
キハギ，82
キハダ，7
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キバナノレンリソウ，96
キビ，6
キブシ，77
ギボウシ，17
キマメ，98
キミカゲソウ，68
キムラタケ，74
キュウリ，10
キョウカノコ，63
ギョウジャニンニク，43
キョウチクトウ，61
キョウナ（京菜），59
キランソウ，28
キリ，11
キリシマツツジ，40B
キリンカク，74
キリンソウ，29
キワタ，34
ギンガソウ，82
キンカン，21
キンギョソウ，86
キンギョモ，69
キンシバイ，63
キンセンカ，10
ギンセンカ，59
ギンナン，34B
キンバイザサ，74
キンバイソウ，68
キンポウゲ，23
キンミズヒキ，78
キンモクセイ，98
ギンモクセイ，96A
キンラン，86
ギンラン，61
ギンリョウソウ，73
キンリョウヘン，97
クガイソウ，43
クコ，7
クサイチゴ，43
クサガク，63
クサギ，9
クサシモツケ，53
クサソテツ，59
クサネム，59
クサノオウ，37
クサフジ，53
クサヤツデ，84
クサヤマブキ，48

クサレダマ，61
クジャクソウ，69
クズ，2
クスノキ，2
クチナシ，2
クヌギ，1
クネンボ，28
クマイチゴ，50
クマガイソウ，55
クマザサ（隈笹），43
クマシデ，96
クマタケラン，88
クマツヅラ，7
クマノギク，63
クマノミズキ，83
グミ，7
クモノスシダ，89
クモラン，90
クラマゴケ，89
クララ，7
クリ，1
クリンソウ，40
クルマバソウ，95
クルマバハグマ，98
クルマユリ，40
クルミ，5
クロマツ，69
クロモジ，40A
クロユリ，52
クワ，2
クワイ，9
クワガタソウ，70
クワクサ，69
グンバイウチワ，80A
グンバイナズナ，79
グンバイヒルガオ，99
ケイトウ，22
ケイビラン，84
ケシ，12
ケタデ，40
ケマンソウ，26
ケヤキ，1，27
ゲンゲ，44，53A
ゲンノショウコ，54
コアジサイ，54
コウオウソウ，41
コウシンバラ，15，68A
コウゾ，13

コウゾリナ，59
コウボウムギ，69
コウホネ，9
コウモリソウ，70
コウヤノマンネングサ，78
コウヤボウキ，68A
コウヤマキ，49
コウヨウザン，89
コウライギク，24
コエンドロ，43
コオモト，70
コカキツバタ，23
ゴガツササゲ，77A
ゴキヅル，88
コクサギ，43
コクラン，85
コケ，1
コケモモ，72
コゴメウツギ，82
ココロブト，5
ココンリン，97
コシアブラ，10
ゴジカ，40
コショウ，5
ゴゼンタチバナ，82
コタニワタリ，70
コチョウラン（和），89
コデマリ，40
コトリトマラズ，69
コナスビ，88
コナラ，6
コノテガシワ，59
コブシ，12D
コブナグサ，48
ゴボウ，13
ゴマ，5
コマクサ，90
コマツナ，88A
コマツナギ，10
コムギ，5
コメツブウマゴヤシ，93
コモチシダ（現），99
ゴヤオギ，51
コリヤナギ，80A
コンギク，43
ゴンズイ，20
コンニャク，10
コンブ，7，13
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コンリンザイ，97
コンロンカ，98
コンロンソウ，67
サイカチ，18
サイハイラン，68
サカキ，1
サギゴケ，67
サギソウ，37
サクラ，2
サクラソウ，23
サクララン，89
ザクロ，3A
ザクロソウ，95
ササ，1
ササゲ，2
ササユリ，53
サザンカ，37，37B
サジオモダカ，68
ザゼンソウ，64
サツキ，40
サッコウ（醋甲），95
サツマイモ，69
サトイモ，34A
サトウキビ，42
サネカズラ，1
サボテン，60，76A
ザボン，59，60
サユリ，6
サラシナショウマ，68
サルオガセ，10
サルスベリ，40，62
サルトリイバラ，9，30
サルナシ，51
サルノコシカケ，59
サルメンエビネ，70
サワオグルマ，59
サワギキョウ，31
サワラ，23
サンゴジュ，38A
サンゴジュナスビ，66
サンザシ，60
サンシチ，37A
サンショウ，1，9，20A
サンショウバラ，55
サンショウモ，80A
サンダンカ，48
シイ，1
シイタケ，20A

シオカゼ，53
シオガマギク，61
シオン，8
ジガバチソウ，93
シキミ，6
シシウド，43
ジシバリ，69
シシラン，84
シソ，26
シダ，3
シダレザクラ，12B
シダレヤナギ，6
シデコブシ，40
シデザクラ，80A
ジネンジョ，25
シノブ，9
シメジ，16
シモカズキ，83
シモクレン，9
シモツケソウ，11
シモバシラ，95
シャガ，23
ジャガイモ，83
シャクナゲ，13
シャクヤク，6C
ジャケツイバラ，43
ジャコウソウ，41
シャジクソウ，64
シャシャンボ，84
ジャノヒゲ，69
シャラ，48
シャリンバイ，84
シュウカイドウ，41
ジュウニヒトエ，58A
ジュウハチササゲ，34
シュウメイギク，28
ジュウモンジシダ，93
ジュウロクササゲ，50
ジュズダマ，6B
シュスラン，86，93
シュモクシダ，90
シュロ，9
シュロソウ，68
シュロチク，38
シュンギク，42
シュンラン，41，42
ショウガ，7
ショウキラン（ヒガンバナ科），

70
ショウジョウバカマ，59
ショウブ，10A
ショウロ，24
シライトソウ，63
シラカバ，69
シラネアオイ，48
シラン，40
シロウリ，10
シロヤマブキ，46
ジンチョウゲ，26
スイカ，17E
スイカズラ，7
スイセン，21
スイバ，43，61
スイフヨウ，99
スイレン，22
スカシユリ，41
スカンボ，61
スギ，1
スギゴケ，69
スギナ，28
スギラン，82
スゲ，1
スズカゼリ，82
ススキ，1
スズタケ，25
スズムシラン，93
スズメノテッポウ，89
スズメノヤリ，69
スズラン（現），68，97
スハマソウ，67
スベリヒユ，35
スミレ，6，35
スミレサイシン，67
スモウトリグサ，35
スモモ，2
スルガラン，63
セキチク，12C
セッコク，9，24
ゼニアオイ，44
ゼニゴケ，38
セリ，2
センダイハギ，40
センダングサ，78
センナリビョウタン，40
センナリホオズキ，70
センニチコウ，41
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センニンコク，92
センニンソウ，58
センノウ，17F
センブリ，43
センボンヤリ，64
ゼンマイ，27
センリョウ，27
ソクシンラン，91
ソシンラン，97
ソテツ，24
ソバ，2A
ソラマメ，35
ダイコン，1，20A
ダイコンソウ，68
ダイズ，5
ダイダイ，25
ダイモンジソウ，70
タカキビ，25
タカサゴユリ，69
タカサブロウ，43
タカトウダイ，74
タケ（竹），1
タケ（キノコ），2
ダケカンバ，90
タケシマユリ，41
タケニグサ，65，89
タコノアシ，87
タチアオイ，9，40
タチツボスミレ，6
タチバナ，1
タツナミソウ，69
タデ，6
タニワタリ，60
タヌキマメ，70
タヌキモ，95
タネツケバナ，78
タネナシミカン，78
タバコ，38
タビラコ，57
タブノキ，37
タマアジサイ，82
タマガワホトトギス，93
タマシダ，89
タマノカンザシ，67
タムシバ，69
タムラソウ，55
タメトモユリ，53
タモトユリ，55

タラノキ，9
ダルマギク，63
タンキリマメ，43
ダンドク，41
タンポポ，9，28
チカラシバ，69
チゴユリ，61
チシャ，7
チダケサシ，90
チチコグサ，9A
チドメグサ，37
チャ，13
チャラン，48
チャルメルソウ，67
チャンチン，26
チャンバギク，65
チョウジソウ，40
チョウシュン，15
チョウズノキ，84
チョウセンアサガオ，27，43
チョウセンアザミ，68A
チョウセンニンジン，7，61
チョロギ，50A
チングルマ，90
ツクシ，12
ツクネイモ，25
ツクバネウツギ，89
ツクバネソウ，70
ツゲ，6
ツタ，6
ツタウルシ，69
ツチアケビ，38
ツチグリ，59
ツチトリモチ，95
ツツジ，6
ツヅラフジ，38A
ツバキ，1
ツボスミレ，6
ツメクサ，95
ツメレンゲ，79
ツユクサ，6
ツユザエモン，73
ツリガネニンジン，37，43
ツリバナ，82
ツリフネソウ，63
ツルウメモドキ，59
ツルデンダ，96
ツルドクダミ，98

ツルニンジン，43
ツルフジバカマ，64
ツルボ，44
ツルムラサキ，38
ツルリンドウ，67
ツルレイシ，38
ツワブキ，3
テイカカズラ，1, 28
デイコ，75A
テッセン，28
テッポウユリ，58，75A
テングサ，5，62，69
デンジソウ，42
テンニンソウ，68
テンノウメ，80A
トウアズキ，43
トウカエデ，67
トウガラシ，38
トウガン（冬瓜），56
ドウカンソウ，75
トウキビ，25
トウゲシバ，83
トウジュロ，55
トウダイグサ，36
ドウダンツツジ，89
トウナス（カボチャ），61
トウナスビ（トマト），46
トウバナ，95
トウヒレン，89
トウモロコシ，35，56
トキソウ，70
トキワハゼ，95
トキンイバラ，51，76
トキンソウ，89
ドクウツギ，94
トクサ，6D
ドクダミ，54
トケイソウ，63
トコナツ，12
トコロテングサ，62
トサミズキ，61
トチカガミ，69
トチノキ，7
トックリイチゴ，65
トトキ，37
トドマツ，78A
トネリコ，7
トベラ，37
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トマト，46，66
トモエソウ，89
トヨシマラン，70
トリアシショウマ，36
トリカブト，42
トリトマラズ，69
トロロアオイ，40
ドングリ，18
ナガイモ，56
ナギ，2
ナギナタコウジュ，37
ナギラン，70
ナゴラン，48
ナシ，2
ナス，5
ナズナ，7，80
ナタネ，13
ナタマメ，37
ナツエビネ，70
ナツズイセン，44
ナツスカシユリ，55
ナツツバキ，48，69
ナツトウダイ，74
ナツノハナワラビ，82
ナツハゼ，69
ナツミカン，59
ナツメ，6
ナデシコ，6
ナナカマド，49
ナニワイバラ，57
ナラ，6
ナルコユリ，54
ナワシロイチゴ，69
ナンカクラン，92
ナンキン（カボチャ），65
ナンキンマメ（落花生），98
ナンテン，15
ナンテンハギ，70
ナンバンアズキ，38
ナンバンギセル，73
ナンバンハコベ，88
ニガイチゴ，69
ニガウリ，9
ニガキ，59
ニガナ，9
ニシキギ，16
ニシキソウ，55
ニシキラン，98A

ニチニチソウ，63
ニッケイ，35
ニッコウキスゲ，55
ニュウメンラン，89
ニラ，1，13
ニリンソウ，94
ニレ，7
ニワウメ，17C
ニワザクラ，12B
ニワトコ，22
ニンジン（薬品）→チョウセンニ
ンジン，7

ニンジン（野菜），25
ニンニク，23
ヌスビトノアシ，65
ヌスビトハギ，94
ヌルデ，2
ネギ，2，37
ネコジャラシ，69A
ネコノメ，69
ネコハギ，89
ネコヤナギ，50
ネジアヤメ，88
ネジキ，69
ネジバナ，40，69
ネズミモチ，10
ネナシカズラ，7，13
ネム，6
ノイバラ，42
ノウゼンカズラ，9，28
ノウルシ，38
ノギク，26
ノキシノブ，12
ノギラン，90
ノゲイトウ，43
ノゲシ，69
ノコギリソウ，41
ノダケ，36
ノビル，1
ノブドウ，69
ノボタン，89
ノリ，3
バアソブ，69
ハイマツ，69
ハエドクソウ，69
ハカタユリ，38A
ハカリノメ，95
ハギ，6

ハクウンボク，64
バクチノキ，85
ハクチョウゲ，23
ハクモクレン，25
ハゲイトウ，11，64
ハコネウツギ，40
ハコネソウ，43
ハコベ，7
ハコヤナギ，14
ハゴロモソウ，63
バショウ，6C
ハシリドコロ，74
ハス，1
ハズ，81
ハスノハカズラ，84
ハゼ，2
ハダカホオズキ，86
ハダカムギ，69
ハタザオ，82
ハッカ，22
ハツタケ，23
ハナイカダ，69
ハナシノブ，63
ハナショウブ，17A
ハナタデ，95
ハナヅルソウ，97
ハナノキ，66
ハナミョウガ，63
ハナヤスリ，67
ハナワラビ，38
ハネズ，17C
ハハコグサ，6E
ハブソウ，89
ハボタン，63
ハマウツボ，74
ハマオモト，55
ハマギク，41
ハマゴウ，48
ハマザクラ，85
ハマナス，48
ハマナタマメ，84
ハマナデシコ，37
ハマヒルガオ，67
ハマボウ，37
ハマユウ，6
バラ，8，55
ハラン，63
ハリアサガオ，75
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ハリギリ，65
ハリタケ，29
ハリナスビ，99
ハルスカシユリ，55
ハルトラノオ，82
ハルリンドウ，63
ハンカイソウ，55
ハンゲショウ，55
ハンゴンソウ，64
ハンショウヅル，82
パンヤ，38
ヒイラギ，1
ヒイラギナンテン，60
ヒイラギモクセイ，98
ヒエ，2
ヒオウギ，42
ヒカゲノカズラ，1
ヒガンザクラ，24
ヒガンバナ，27，61
ヒギリ，42
ヒゴオミナエシ，70
ヒゴタイ，37
ヒサカキ，10
ヒシ，1
ヒジキ，10
ビジンショウ，59
ビジンソウ，40
ヒツジグサ，59
ヒトツバ，32
ヒトリシズカ，84
ヒナゲシ，40，88
ビナンカズラ，69
ヒノキ，1
ヒノキバヤドリギ，84
ヒマ，69
ヒマワリ，41，55
ヒメカンゾウ，25
ヒメシオン，75
ヒメシャガ，55
ヒメハギ，65
ヒメバショウ，59
ヒメヒゴタイ，55
ヒメユリ，6
ヒモケイトウ，92，98
ヒモラン，91
ビャクシン，24
ビャクブ，41
ヒユ，7

ヒョウタン，1，21
ヒョウタンボク，84
ビヨウヤナギ，37
ヒヨドリジョウゴ，16
ヒヨドリバナ，80A
ヒラタケ，13
ビランジ，89
ヒルガオ，38
ヒルムシロ，40
ヒレアザミ，84
ビロウ，11
ビロードラン，86
ヒロメ，7
ビワ，5
ヒンジモ，94
ピンプルネル，73A
フウチョウソウ，98
フウトウカズラ，43
フウラン，41
フウロソウ，61
フキ，7
フキノトウ，23
フクオウソウ，70
フクジュソウ，40
フサザクラ，82
フジ，1
フジウツギ，67
フジシダ，90
フジナデシコ，31
フジバカマ，6
フジマメ，23，59
フジモドキ，75
ブシュカン，35
フタバアオイ，63
フタリシズカ，61
フダンソウ，35
ブッソウゲ，29
ブドウ，17D
ブナ，16
フユアオイ，6，59
フユイチゴ，46
フユボタン，40B
フヨウ，17
ヘクソカズラ，6，13
ヘゴ，69
ヘチマ，35
ベニシダ，91
ベニバナ，10B

ヘビイチゴ，9
ベンケイソウ，43
ペンペングサ，80
ホウキギ，22
ホウセンカ，22
ホウチャクソウ，70
ボウブラ（カボチャ），46
ボウラン，60
ホウレンソウ，39
ホオズキ，7
ホオノキ，6
ホクロ，42
ボケ，9
ホコリタケ，43
ホシクサ，55
ホタルブクロ，71
ボタン，10A
ボタンヅル，88
ホトケノザ，59
ホトトギス，41
ホヤ，6
ホラゴケ，96
ホンダワラ，28
ボンテンカ，37
マイサギ，95
マイタケ，12A
マイヅルソウ，70
マクワウリ，25
マサキノカズラ，1
マダケ，37
マタタビ，9
マツ，1
マツタケ，11A
マツバナデシコ，70
マツバラン，89
マツブサ，59
マツムシソウ，61
マツモトセンノウ，52
マツリカ，29
ママコノシリヌグイ，69
マムシグサ，69
マユミ，1
マルメロ，38
マンサク，48
マンジュシャゲ，27
マンダラゲ，27
マンネンスギ，88
マンリョウ，78
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ミカン，20
ミズアオイ，41
ミズオオバコ，69
ミズキ，50
ミズゴケ，70
ミズタマソウ，70
ミズナ，7
ミズハコベ，69
ミズバショウ，68
ミズヒキ，46
ミスミソウ，67
ミズワラビ，77
ミセバヤ，63
ミゾカクシ，88
ミゾソバ，45，59
ミソハギ，9
ミチヤナギ，78
ミツガシワ，63
ミツデウラボシ，85
ミツバ，36
ミツマタ，48
ミミカキグサ，95
ミミナグサ，11
ミヤギノハギ，50
ミヤコグサ，59
ミヤマウズラ，70，82，98A
ミヤマシキミ，23
ミョウガ，9
ミル，6
ムカゴ，9，27
ムカゴイラクサ，94
ムカゴニンジン，82
ムカデラン，84
ムギ，1
ムギラン，74
ムクゲ，21
ムクノキ，1
ムクロジ，9
ムサンアブミ，60
ムシャリンドウ，46
ムベ，9
ムヨウラン（無葉蘭），95
ムラサキ，6
ムラサキオモト，92
ムラサキケマン，70
ムラサキシキブ，48
ムラサキナツフジ，95
ムラサキノリ，7

ムレスズメ，95
メギ，16
メダケ，59
メドハギ，7
メナモミ，17B
メノマンネングサ，97A
メハジキ，7
メヒシバ，78
モウセンゴケ，93
モウソウチク，75A
モクセイ，21
モクレン，9，25
モジズリ，40
モズク，5
モダマ，69
モチノキ，7
モッコウバラ，74
モッコク，48
モミジイチゴ，90
モミジガサ，89
モミノキ，7
モモ，1
モリグチダイコン，44
モロコシ，25
ヤエムグラ，69
ヤクシソウ，37
ヤクモソウ，37
ヤグルマソウ（ユキノシタ科），
64

ヤシ，9
ヤシャゼンマイ，80A
ヤシャビシャク，69
ヤツシロソウ，63
ヤツデ，40
ヤドリギ，6，10
ヤナギ，4
ヤナギラン，63
ヤハズソウ，68
ヤブカラシ，69
ヤブコウジ，6，19
ヤブジラミ，38
ヤブソテツ，69
ヤブタバコ，59
ヤブタビラコ，95
ヤブニッケイ，76
ヤブニンジン，59
ヤブマオ，59
ヤブミョウガ，43

ヤブラン，65
ヤブレガサ，58
ヤマアジサイ，51
ヤマグルマ，84
ヤマゴボウ，15A
ヤマシャクヤク，41
ヤマシロギク，89
ヤマタチバナ，6
ヤマトナデシコ，8
ヤマノイモ，7
ヤマハゼ，2，69
ヤマブキ，6
ヤマブキソウ，41
ヤマボウシ，48
ヤマホトトギス，55
ヤマモモ，7
ヤマユリ，1
ユウガオ，11
ユウレイソウ，73
ユキノシタ，37
ユキモチソウ，60
ユキヤナギ，57
ユキワリソウ，82
ユズ，11
ユスラウメ，37
ユズリハ，6
ユリ，1
ヨメナ，42A
ヨモギ，6
ヨロイグサ，9
ラカンマキ，20
ラショウモンカズラ，63
ラッカセイ，50A，98
ラッキョウ，56
リュウキュウハゼ，59
リュウキュウユリ，58
リュウキンカ，61
リュウグウノオトヒメノモトユイ
ノキリハズシ，78
リュウノウギク，78
リュウビンタイ，89
リョウブ，44
リョウメンシダ，98
リョウリギク，70
リンゴ，9
リンドウ，8，11
ルコウ，40
レイシ（茘枝），21
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レダマ，40
レモン，59
レンギョウ，49
レンゲツツジ，24
レンゲバナ，44
レンリソウ，70，96
ロウバイ，27
ローズマリー，48
ワカメ，6
ワクラモチ，84
ワサビ，9
ワタ，6A，16
ワダソウ，95
ワニグチソウ，82
ワニグチモダマ，88
ワラビ，6
ワレモコウ，12
ワンジュ，70

●菊花銘
曙，37
朝日，33
梅菊，25
大紫，33
鵞毛，37
河原院，33
黄太白，25
金鈴，33
猩々，25
酔楊妃，27
太白，25
大般若，37
てり香，33
天竜寺，25
等持寺，24
南禅寺，25
濡鷺，25

都忘，25

●梅花銘
和泉式部，24
鶯宿梅，20
大白，24
人はいざ，34

●桜花銘
一葉桜，24
桐谷，24
塩釜，37
普賢堂（普賢象？），24
普賢象，25
楊貴妃，34


